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2014

　

白
川
に
若
鮎
踊
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
雨
が
少

な
い
せ
い
な
の
か
、
釣
果
は
今
一
つ
と
か
。
私
も
今

年
は
二
つ
の
鮎
釣
り
大
会
に
ご
招
待
い
た
だ
い
た
の

で
、
時
間
を
み
つ
け
て
昔
と
っ
た
杵
柄
で
頑
張
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
▼
雨
と
い
え
ば
、
今

年
も
異
常
気
象
な
の
か
（
も
う
こ
れ
が
普
通
気
象
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
）、
各
地
で
局
地
的
豪
雨
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
村
は
今
の
と
こ
ろ
雨
が
少
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
号
が
届
く
頃
に
は
ど
ん
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
か
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
。
自
然
だ
け
は

人
間
の
思
う
よ
う
に
は
い
か
ぬ
も
の
で
す
。
村
で
は

危
機
管
理
の
一
環
と
し
て
、
台
風
や
豪
雨
に
備
え
る

災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
ま
し
た
。
災
害
対

策
と
し
て
災
害
対
策
本
部
の
設
置
や
避
難
準
備
情

報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
な
ど
の
対
応
が
躊
躇
無

く
、
ま
た
判
断
が
遅
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。
村
民
の
皆
様
の
安
全
を
守
る
た
め
、
気

象
台
や
国
・
県
の
防
災
情
報
と
連
動
し
、
的
確
に
こ

れ
ら
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
六

月
ま
で
で
、
各
団
体
の
通
常
総
会
な
ど
が
、
ほ
ぼ
終

了
し
ま
し
た
。で
き
る
限
り
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

各
団
体
の
活
動
内
容
や
、
今
後
の
事
業
運
営
の
計
画

な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
村
政

に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
▼

六
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
定
例
会
で
は
、

新
村
長
と
し
て
の
今
年
度
の
村
政
運
営
方
針
を
発
表

い
た
し
ま
し
た
。
新
し
い
農
業
振
興
対
策
や
福
祉
政

策
も
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
Ｈ
Ｐ
や
今
月
号
の
広
報

で
ご
確
認
い
た
だ
き
ご
意
見
を
御
寄
せ
下
さ
い
。
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東白川村教育ビジョン

基
本
方
針

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
三
十
七
億
四
千
九
百
三
十
万
円
、

対
前
年
度
比
十
四
・
六
％
増
の
積
極
的

な
当
初
予
算
は
、
優
先
順
位
を
定
め
て

実
行
し
ま
す
。
し
か
し
事
業
内
容
の
変

更
や
新
規
事
業
に
は
、
予
算
の
一
部
変

更
や
補
正
予
算
を
提
案
し
て
実
行
し
ま

す
。

事
業
別
の
内
容

一
、
職
員
の
意
識
改
革

　

常
に
住
民
目
線
で
の
仕
事
を
徹
底

し
、
挨
拶
や
応
接
と
い
っ
た
小
さ
な
事

か
ら
改
善
す
る
と
共
に
、
年
間
を
通
じ

て
研
修
へ
の
受
講
を
義
務
化
し
、
職
員

の
能
力
と
向
上
心
を
高
め
ま
す
。

二
、
産
業
振
興
策

　

農
業
振
興
で
は
、
今
年
度
か
ら
行
う

県
営
中
山
間
事
業
の
中
で
、
用
・
排
水

路
や
農
道
整
備
事
業
な
ど
の
地
元
負
担

が
生
じ
る
事
業
に
は
、
負
担
金
の
全
部

又
は
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
農
地

流
動
化
奨
励
補
助
金
の
要
件
緩
和
な
ど

に
よ
り
、
集
落
営
農
を
推
進
し
ま
す
。

　

村
内
産
品
販
売
促
進
事
業
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
都
市
や
村
出
身
者
と

の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
特
典
等
を
設

け
た
東
白
川
村
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド

（
仮
称
）
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」の
運
用
を
見
直
し
、

米
や
白
川
茶
な
ど
の
販
路
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

　

農
業
の
将
来
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、「
東
白
川
村
の
農
業
を
考
え
る
会
」

の
活
動
を
強
化
し
、
生
産
者
、
行
政
、

農
協
な
ど
各
分
野
の
参
加
を
得
た
議
論

の
中
で
政
策
を
検
討
し
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

　

林
業
振
興
の
面
で
は
、
林
道
、
作
業

道
管
理
を
行
う
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、「
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
事
業
」
の
補
助
対
象
面

積
を
拡
大
し
ま
す
。
林
業
振
興
に
は
今

後
も
森
林
組
合
と
協
議
を
進
め
、
林
業

機
械
の
整
備
や
間
伐
の
促
進
な
ど
の
事

業
を
積
極
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
で
は
、
引
き
続
き
商
工

会
の
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地

域
内
の
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
が
事
業
継

続
に
必
要
な
施
策
を
研
究
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

美
し
い
村
事
業
で
は
、
遊
歩
道
の
安

全
性
を
高
め
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

三
、
災
害
に
強
い
村
の
実
現

　

防
災
で
は
消
防
団
の
活
動
支
援
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
の
無
線
機
に
つ
い
て
、
消

防
団
や
自
主
防
災
会
へ
の
配
備
を
増
強

し
ま
す
。

四
、
医
療
（
診
療
所
の
改
革
）

　

村
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
よ
う
職
員

の
意
識
改
革
を
指
示
し
、
今
後
診
療
時

間
の
拡
大
と
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
充

実
に
つ
い
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

五
、
福
祉

　

高
齢
者
福
祉
は
、
施
設
整
備
に
つ
い

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て

調
査
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た

健
康
で
豊
か
な
老
後
を
す
ご
す
た
め
、

世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
常
設
の
交

流
サ
ロ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
支
援
策
と
し
て
、
特
別
支
援

学
校
児
童
生
徒
へ
の
通
学
支
援
制
度
を

開
始
し
ま
す
。

六
、
子
育
て
支
援

　

国
や
県
の
子
育
て
支
援
施
策
に
対
応

す
る
よ
う
、
次
年
度
か
ら
結
婚
相
談
事

業
、
子
育
て
支
援
、
出
産
祝
い
金
、
高

校
生
通
学
補
助
な
ど
を
一
括
支
援
す
る

専
門
担
当
部
署
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
病
児
保
育
、
病
後
児
保
育
の
実
施

に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。

七
、
健
全
な
行
財
政
に
向
け
て

　

簡
易
水
道
技
術
管
理
者
と
税
徴
収
吏

員
育
成
が
次
年
度
以
降
の
課
題
で
す
。

　

第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
が
今
年
度

の
重
要
課
題
で
あ
り
、
意
見
公
募
、
公

聴
会
の
開
催
、
集
落
座
談
会
で
の
説
明

な
ど
を
実
施
し
、
村
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

八
、
む
す
び

　

村
民
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
村

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
集
落
座
談
会

の
開
催
や
、「
村
長
と
語
ろ
う
」
村
づ

く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、

対
話
で
の
村
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

村
政
運
営
方
針
を
表
明

　

六
月
二
十
四
日
に
開
会
し
た
平
成
二
十
六
年
第
二
回
東
白
川
村
議
会
定
例
会

で
、就
任
か
ら
二
カ
月
の
今
井
村
長
か
ら
職
員
の
意
識
改
革
、産
業
振
興
、医
療
、

福
祉
、
子
育
て
な
ど
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
村
政
運
営
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

議会で説明する今井村長
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　現在、東白川村の人口は減少の傾向にあり、特に保育園・小学校では顕著に表

れはじめています。子どもの人数の減少は、学年の構成人数の減少だけでなく、

男女比率の偏りを拡大させています。このことは、保育園・小学校・中学校での

学習や各種の行事はもとより、子ども会活動や地域行事などの校外生活も含めて、

様々な影響をもたらすことが予想されます。

　そこで教育委員会では、村の掲げる「目指す子ども像」をこれからも継続して

実現できるよう、少人数による課題や利点、今後の村の教育のあるべき姿を明示し、

見通しをもって円滑に安定した教育の推進を図ることにしました。

東白川村教育ビジョン

　　
　　目指す子ども像
　①自らやり遂げる、主体性を持った子
　②ふれあい助け合える、思いやりのある子
　③たくましい体力と気力を持った、元気な子
　④ふるさとを愛し、ふるさとを誇れる子
　⑤社会の一員としての自覚を持ち、規範を重んじ貢献できる子

特
集
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　児童数減少による少人数時代到来をチャ

ンスととらえ、少人数だからこそできる教

育にチャレンジします。また、これを機会

に学校の年間行事の構成や学校組織の改革

にも目を向け、真に子どもに力をつけるた

めの学校経営を行います。

　一人ひとりへの教育の充実を図り、わかる

喜びが実感できる授業を行います。小中の継

続的な指導を強化するとともに、複数学年や

全校での合同授業により、題材による制約を

解消します。公共交通機関も利用し、マナー

を身につけます。

　伝統行事への参加や自然体験を増加させ、

ふるさとに慣れ親しみ、愛し、誇れる子ども

を育てます。行事等を近隣の子ども会と合同

で行い、普段と違った雰囲気を感じさせると

ともに、友好関係の拡張を図ります。

　今後も行事を大切にし意義を十分に理解

してもらえるように、人数や男女比を考慮し

た活動内容にします。少人数であるため、地

域との連携を密にし、東白川の伝統文化や特

産にふれる機会を設け、その中で、行儀に関

する勉強も行います。

東白川小学校

東白川中学校

社会教育

みつば保育園

各分野の今後の基本的な方策（抜粋）

　

近
い
将
来
、
必
至
で
あ
る
超
少
子

化
時
代
の
到
来
に
い
ち
早
く
対
応

し
、
充
実
し
た
教
育
を
継
続
さ
せ
る

た
め
に
、
村
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
二
十
五
年
度
の
一
年
を
通
し
て

「
東
白
川
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
三
回
の
全
体
懇
話
会
を
は
じ

め
、
分
野
別
懇
話
会
及
び
代
表
者
会

議
を
経
て
、
今
年
五
月
三
十
日
に
東 はなのき別館で開かれた発表会の様子

白
川
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
発
表
会
が
は

な
の
き
別
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、保
育
園
、

小
・
中
学
校
教
員
を
は
じ
め
、
村
長

や
村
議
会
議
員
、
教
育
委
員
な
ど
関

係
者
六
十
三
人
が
参
加
し
、
分
野
ご

と
に
少
人
数
を
生
か
し
、
学
力
の
定

着
や
個
性
の
伸
長
を
図
る
学
習
に
取

り
組
む
こ
と
や
、
学
校
行
事
の
運
営

方
法
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
・
活
動
内
容
の

再
検
討
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

村
の
指
針
定
ま
る

〜
少
人
数
時
代
の
到
来
を
見
す
え
て

そ
の
時
の
基
本
的
な
対
応
を
今
か
ら
明
確
に
〜
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今
年
度
の
保
育
園
年
長
児
数
は
六

人
で
、
過
去
最
少
の
人
数
で
す
。
小

学
校
は
来
年
度
、
全
校
児
童
が
百
人

を
下
回
り
、
中
学
校
は
平
成
二
十
八

年
度
を
境
に
、
毎
年
十
人
程
度
全
校

生
徒
数
が
減
っ
て
い
く
予
測
に
な
り

ま
す
。

　

少
人
数
時
代
の
到
来
は
必
至
で
す

が
、
こ
の
事
態
を
ど
う
受
け
止
め
る

か
が
重
要
で
す
。
時
代
に
応
じ
充
実

し
た
教
育
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と

に
夢
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
子

ど
も
」の
夢
を
育
て
る
こ
と
は
、「
村
」

の
夢
を
育
て
る
こ
と
と
同
じ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、こ
こ
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、

「
望
ま
し
い
姿
」「
基
本
的
な
方
策
」

を
意
味
し
ま
す
。
行
政
、教
育
現
場
、

住
民
が
見
通
し
を
も
ち
「
今
」
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

一
つ
一
つ
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
を
作
る
た
め
、
今
か
ら

で
き
る
こ
と
を
村
民
一
丸
と
な
り
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
白
川
村
の
こ
れ
か
ら

今後の園児、児童、生徒数の推移の予測（平成 26年 4月現在）　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
保育園

小計
小　学　校

小計
中学校

小計 総計
年少 年中 年長 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3

Ｈ 26年度 16 14 6 36 17 16 13 16 29 24 115 28 21 23 72 223

Ｈ 27年度 14 16 14 44 6 17 16 13 16 29 97 24 28 21 73 214

Ｈ 28年度 10 14 1 6 40 14 6 17 16 13 16 82 29 24 28 81 203

Ｈ 29年度 12 10 14 36 16 14 6 17 16 13 82 16 29 24 69 187

Ｈ 30年度 12 12 10 34 14 16 14 6 17 16 83 13 16 29 58 175

Ｈ 31年度 12 12 12 36 10 14 16 14 6 17 77 16 13 16 45 158

Ｈ 32年度 12 12 12 36 12 10 14 16 14 6 72 17 16 13 46 154

※平成２７年度以降の人数は予測です。

5 広報ひがししらかわ7H26.
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胃
が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
五
つ
の
が
ん

検
診
を
同
日
に
受
け
ら
れ
る
健
康
ま
つ

り
が
六
月
七
、
八
日
に
は
な
の
き
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
受
診
し
や

す
さ
を
考
え
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今

年
は
両
日
で
三
百
人
以
上
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
子
宮
が
ん
検

診
、
骨
密
度
検
診
、
眼
底
検
査
が
増
え
、

さ
ら
に
検
診
料
が
安
く
な
り
、
一
段
と

充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
川
茶
屋
に
よ
る
ヘ
ル
シ
ー

食
堂
が
設
け
ら
れ
、
塩
分
や
カ
ロ
リ
ー

を
抑
え
た
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
が
販
売

さ
れ
、
検
診
を
終
え
た
方
な
ど
が
利
用

し
ま
し
た
。

むらの話題

検
診
で
健
康
を
再
チ
ェ
ッ
ク

が
ん
は
早
期
発
見
が
重
要大盛況だったヘルシー食堂

　

村
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
の
た
め

「
み
ま
も
り
の
わ
」
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
四
年
前

か
ら
小
学
生
に
向
け
た
認
知
症
講
座
が

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
六
月
十
七
日

に
六
年
生
を
対
象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
職
員

で
つ
く
る
、「
み
ま
も
り
の
わ
チ
ー
ム
」

が
認
知
症
の
高
齢
者
に
関
す
る
話
や
寸

劇
な
ど
を
行
い
、
児
童
た
ち
は
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　

教
室
の
最
後
に
は
、
授
業
を
修
了
し

た
証
と
し
て
、
六
年
生
全
員
に
み
ま
も

り
の
わ
協
力
隊
の
認
定
書
と
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
白
川
村
商
品
券
つ
ち
の
こ
会
は
、

村
内
消
費
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
つ

ち
の
こ
商
品
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
、村
内
五
十
の
事
業
者
が
加
入
し
、

換
金
時
の
手
数
料
を
納
め
る
こ
と
で
会

が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
に
遊
具
や
机
、
パ
イ

プ
イ
ス
な
ど
、
備
品
の
寄
贈
を
五
年

前
か
ら
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
六
月

二
十
六
日
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
い

す
と
空
気
清
浄
機
を
そ
れ
ぞ
れ
二
台
寄

贈
し
ま
し
た
。
な
お
、
来
年
は
み
つ
ば

保
育
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

村
は
、
寄
贈
と
い
う
形
の
地
域
貢
献

が
で
き
る
つ
ち
の
こ
商
品
券
の
利
用
拡

大
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。こ
の
運
動
は
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
過
ち
を
犯
し

た
人
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
少
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

本
村
で
も
、保
護
司
の
新
田
充
さ
ん
、

山
口
八
惠
子
さ
ん
と
更
生
保
護
女
性
会

の
方
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
ま

す
。
七
月
一
日
に
は
法
務
大
臣
と
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
村
長
に
進
達
し
、

非
行
・
犯
罪
防
止
や
更
生
に
つ
い
て
の

理
解
と
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

寸劇を見て認知症の高齢者対応を学ぶ

今
日
か
ら
み
ま
も
り
の
わ
協
力
隊

小
学
生
か
ら
認
知
症
を
学
ぶ

つ
ち
の
こ
会
か
ら
の
寄
贈

村
の
活
性
化
を
目
指
し安江正樹会長（左）から目録が手渡される

庁舎を訪れた保護司と更生保護女性会の方々

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
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六
月
二
十
二
日
に
七
宗
町
で
開
か
れ

た
第
五
十
八
回
を
迎
え
る
こ
の
大
会

に
、
本
村
か
ら
は
三
連
覇
を
目
標
に
掲

げ
る
、
第
四
部
小
型
動
力
ポ
ン
プ
班
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

加
茂
郡
七
町
村
の
各
代
表
が
集
ま
る

本
大
会
で
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
操
法

が
求
め
ら
れ
、
各
団
非
常
に
質
の
高
い

操
法
を
披
露
す
る
中
、
本
村
は
準
優
勝

と
健
闘
し
、
個
人
表
彰
に
は
指
揮
者
の

今
井
昭
寿
さ
ん
（
陰
地
）
と
三
番
員
の

今
井
博
道
さ
ん
（
大
沢
）
が
選
ば
れ
、

目
標
は
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
本
村

の
高
い
操
法
技
術
を
示
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
川
辺
町
は
、
八
月
三
日
に

白
川
村
で
開
か
れ
る
第
六
十
三
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

高
い
消
防
技
術
を
披
露

加
茂
郡
消
防
操
法
大
会審査員に囲まれ操法を披露する本村消防団

　

第
二
回
白
川
茶
推
奨
茶
コ
ン
テ
ス
ト

が
六
月
十
四
日
に
美
濃
白
川
茶
流
通
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
昔
の
白
川
茶
の
特

徴
で
あ
る
「
萎い
ち
ょ
う
か

凋
香
」
を
い
か
し
た
お

茶
が
白
川
町
と
東
白
川
村
か
ら
六
品
、

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

萎
凋
香
と
は
、
摘
ん
だ
後
に
十
数
時

間
寝
か
せ
た
茶
葉
を
使
う
こ
と
に
よ
り

発
生
す
る
香
り
の
こ
と
で
、
主
催
す
る

美
濃
白
川
茶
商
会
は
こ
の
香
り
を
い
か

し
、
茶
業
の
発
展
と
お
茶
の
消
費
拡
大

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
白
川
製
茶
組
合
は
総
合
二

位
に
な
り
、
入
賞
茶
は
、
萎
凋
香
を
い

か
し
た
美
濃
白
川
茶
「
か
お
る
」
と
し

て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

第
一
回
お
手
軽
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
が

六
月
五
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
白
川
町
の
栄
養
士
を
招

き
、「
生
姜
ご
は
ん
」
と
「
夏
野
菜
と

豆
腐
の
重
ね
焼
き
」「
キ
ャ
ベ
ツ
の
梅

サ
ラ
ダ
」「
も
ず
く
ス
ー
プ
」「
抹
茶
ビ

ス
コ
ッ
テ
ィ
」の
五
品
を
作
り
ま
し
た
。

今
回
の
料
理
は
汗
を
か
く
季
節
の
過
剰

な
塩
分
摂
取
を
考
慮
し
、
酢
で
味
付
け

し
、
塩
分
を
控
え
目
に
つ
く
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
手
軽
に
作

れ
る
料
理
を
紹
介
す
る
お
手
軽
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
。
次
回
の
教
室
は
九
月
に
行

う
予
定
で
、
現
在
、
実
施
す
る
料
理
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
付
中
で
す
。

出品茶を飲み比べる審査員

飲
ん
で
お
い
し
い
白
川
茶

消
費
拡
大
を
目
指
し
て

あ
っ
と
い
う
間
に
五
品

す
ぐ
に
で
き
る
簡
単
料
理切り方を教わる参加者（左）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
気
分
を
一
新

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ひ
よ
こ
く
ら
ぶ
の

エ
ア
ロ
ビ
会
が
六
月
十
三
日
、
は
な
の

き
別
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
桂
川
の
ぞ
み
保
健
師
が
講

師
と
な
り
、
幼
児
と
そ
の
お
母
さ
ん
な

ど
四
十
二
人
が
参
加
し
て
四
十
分
間
の

有
酸
素
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ア
ロ

ビ
会
は
、普
段
運
動
の
機
会
が
少
な
い
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
大
変
人
気
が

あ
り
、
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ひ
よ
こ
く
ら
ぶ
は
〇
〜
二
歳
児
の
お

母
さ
ん
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
お

り
、
一
年
に
六
回
程
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
こ
の
後
、
九
月
に
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
大
会
、
十
二
月
に
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
う
予
定
で
す
。

お
母
さ
ん
も
子
ど
も
も
大
満
足音楽に合わせ軽快に動く

明るい話題をご提供下さい
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【
東
白
川
村
】

■
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

金
二
万
円
…
匿
名

金
二
万
円
…
匿
名

金
三
万
円
…
匿
名

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
五
万
円
…
山
口
直
視（
宮
代
）

金
十
万
円
…
田
口
春
江（
大
沢
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

金
十
万
円
…

　
　
　

樋
口
和
子（
各
務
原
市
）

空
気
清
浄
機
二
台
、
車
い
す
二

台
…
東
白
川
村
商
品
券

　
　
　
　
　
　
　

つ
ち
の
こ
会

タ
オ
ル
、
石
鹸
…
安
江
工
務
店

古
切
手
…
安
江
富
士
夫

　
　
　
　
　

（
東
京
都
府
中
市
）

古
切
手
…
古
田
光
男

　
　
　
　
　

（
愛
知
県
江
南
市
）

古
切
手
…
大
明
神
木
材

古
切
手
…
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

お
し
ら
せ

東
海
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ご
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

九
時　

〜
十
二
時

　
　
　
　

十
三
時
〜
十
七
時

■
金
融
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
皆
様
の
相
談
窓
口
で
す
。
預

貯
金
・
融
資
・
保
険
・
貸
金
・

投
資
商
品
な
ど
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

℡
０
５
２
‐
９
５
１
‐
９
６
２
０

■
多
重
債
務
相
談
窓
口

　

借
金
で
お
困
り
の
方
の
た
め

の
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
国

の
相
談
窓
口
で
す
。
個
人
・
事

業
者
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

℡
０
５
２
‐
９
５
１
‐
１
７
６
４

で
っ
か
い
夏
を
丸
か
じ
り
！

・
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、
一
等
・
前
後
賞
合
わ

せ
て
六
億
円

一
等　
　

四
億
円　

二
十
六
本

前
後
賞　

一
億
円　

五
十
二
本

（
販
売
総
数
七
八
〇
億
円
二
六

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
同

時
発
売

一
等　

六
千
万
円　
　

九
十
本

（
販
売
総
額
二
七
〇
億
円
九
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間　

七
月
四
日
〜
七
月

二
十
五
日
ま
で

抽
選
日　

八
月
五
日

支
払
開
始
日　

八
月
十
一
日

屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催

日
時　

九
月
二
十
六
日

　
　
　

九
時
半
〜
十
七
時

会
場　

岐
阜
市
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー　

二
階
大
研
修
室

対
象　

屋
外
広
告
物
の
表
示
及

　

び
掲
出
物
件
の
設
置
に
関
す

　

る
業
務
に
従
事
す
る
者
又
は

　

従
事
し
よ
う
と
す
る
者

定
員　

百
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

三
千
円

■
申
込
先
・
方
法

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

〒
５
０
０
‐
８
１
５
４

岐
阜
市
木
の
下
町
５
‐
２
１
‐
１

℡
０
５
８
‐
２
４
５
‐
４
４
７
２

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、
防
衛
大
・
医

科
大
学
校
学
生
等
及
び
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

資
格　

十
八
歳
以
上

　
　
　

二
十
七
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

随
時
受
付

　

こ
の
他
に
、
航
空
学
生
、
一

般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

（
女
子
）、
防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学

生
、
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教

育
部
看
護
学
科
学
生
の
募
集
も

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
７
４
９
５

役
場
行
政
係
（
内
線
２
３
０
）

通
貨
・
証
券
等
を
返
還
し
ま
す

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
時

に
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方
々
が
税
関
な
ど
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
や
証
券
等
を
お
返

し
し
て
お
り
ま
す
が
、今
な
お
、

引
き
取
り
手
が
な
く
保
管
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家

族
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
名
古
屋
税
関

　
　
　

監
視
部
監
視
通
関
部
門

℡
０
５
２
‐
６
５
４
‐
４
０
６
０

消
防
官
募
集

　

可
茂
消
防
事
務
組
合
は
来
春

採
用
の
消
防
官
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定　

消
防
士
二
〜
五
名

受
験
資
格　

高
校
卒
業
以
上
で

　

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
〜

　

平
成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に

　

出
生
の
者

受
付
期
間　

七
月
十
五
日
〜

　
　
　
　
　

八
月
七
日
ま
で

試
験
日
時
・
場
所

・
一
次　

九
月
二
十
一
日

　

県
立
可
児
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

二
十
二
日

　

美
濃
加
茂
市
中
央
体
育
館

・
二
次　

十
月
二
十
二
日

　

可
茂
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　

消
防
本
部
庁
舎

■
お
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

℡
０
５
７
４
‐
２
６
‐
０
１
４
４

広報ひがししらかわ7H26. 8
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入
国
警
備
官
採
用
試
験

受
験
資
格

①
警
備
官　

高
校
卒
業
又
は
卒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
証

の
送
付
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
保
険
証

（
被
保
険
者
証
）
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
大
切
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。
な
お
、
保
険
証
の
色
は

「
う・
す・
い・
青・
色・
」
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

記
載
内
容
を
確
認
し
、
記
載
内

容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
現
在
お
持

ち
の
保
険
証
（
う
す
い
紫
色
）

は
、
八
月
か
ら
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
、
質
問
等
は
役
場

住
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
内
線
１
２
１
）

「
中
退
共
」
で
退
職
金

　

中
退
共
は
、
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
だ
か
ら

管
理
も
簡
単
で
す
。
退
職
金
は

ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま
か
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

河
川
監
視
カ
メ
ラ
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た

　

村
で
は
防
災
の
観
点
か
ら
河

川
監
視
カ
メ
ラ
を
、
越
原
日
向

大
明
神
川
と
白
川
の
合
流
点
、

神
土
平
の
平
成
橋
、
五
加
下
野

の
柏
本
橋
の
三
カ
所
に
設
置
し

ま
し
た
。
画
像
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
で
利
用
下
さ
い
。

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

３ 日 木沢記念病院　（美濃加茂市／ 25-2181） ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

10 日 和知すこやかクリニック　（八百津町／ 43-3001）

17 日 粕谷医院　（八百津町／ 43-0035）

24 日 木沢記念病院（診察室）　（美濃加茂市／ 25-2181）

31 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

東白川森林組合報告
第 693 回共販会（6/24）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /0 9,200 円
14cm 以上
平均単価 /219,500 円
　高値 / 87,000 円

すぎ 平均単価 /010,500 円
　高値 / 19,000 円

赤まつ
平均単価 /006,000 円
　高値 /0 6,000 円

総取扱量 725 ㎥
総販売高 1,145 万 1千円

８月

四
階　

人
文
展
示
室
二
）

■
所
在
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
県
関
市
子
屋
名
１
９
８
９

℡
０
５
７
５
‐
２
８
‐
３
１
１
１

県
職
員
出
前
ト
ー
ク
の
ご
案
内

　

皆
さ
ん
が
知
り
た
い
！
と
思

う
事
に
つ
い
て
、
県
職
員
が
皆

さ
ん
の
も
と
へ
お
伺
い
し
、
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
対
象

　

地
域
の
自
治
会
、子
ど
も
会
、

企
業
、
サ
ー
ク
ル
の
研
修
会
な

ど
、
ど
ん
な
団
体
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

実
施
ま
で
の
流
れ

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
岐
阜

県　

出
前
ト
ー
ク
」と
検
索
し
、

テ
ー
マ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ

な
い
方
は
、
岐
阜
県
広
報
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
実
施
予
定
の
一
ヶ
月
前
ま
で

に
担
当
所
属
に
希
望
の
日
程
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

③
日
程
が
決
定
し
た
後
に
申
込

書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
等
関
係
書
類
は
役
場
に
あ

り
ま
す
。（
内
線
２
４
６
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
広
報
課
公
聴
係

℡
０
５
８
‐
２
７2

‐
１
１
１
８

〈
新
し
い
保
険
証
の
表
面
〉

　

業
後
五
年
が
経
過
し
て
い
な

　

い
方
、
及
び
今
年
度
卒
業
見

　

込
み
の
方

②
警
備
官
（
社
会
人
）

　

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以

　

降
に
生
ま
れ
、
①
の
期
間
を

　

経
過
し
た
方

受
付
期
間

　

七
月
二
十
二
日
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

三
十
一
日

郵
送
又
は
持
参　
　

二
十
五
日

一
次
試
験　
　

九
月
二
十
八
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

名
古
屋
入
国
管
理
局
総
務
課

℡
０
５
２
‐
５
５
９
‐
２
１
５
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
先

U
R

L

﹇h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-

sh
ik

e
n

.g
o
.jp

/ju
k

e
n

.h
tm

l

﹈

「
奇
な
る
も
の
へ
の
挑
戦
」
展

　

岐
阜
県
博
物
館
の
今
年
の
特

別
展
で
本
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
つ
っ
ち
ー
」
と
「
の
こ
り
ん
」

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

会
期　

七
月
四
日
〜
八
月
末
日

開
館
時
間　

九
時
〜
十
六
時
半

休
館
日　

毎
週
月
曜
（
※
二
十

一
日
開
館
、翌
二
十
二
日
休
館
）

入
場
料　

大
人　
　
　

六
百
円

　
　
　
　

大
学
生　
　

三
百
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

会
場　

岐
阜
県
博
物
館
（
本
館

7H26.9 広報ひがししらかわ
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・
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七
月
二
十
九
日
は

「
土
用
の
丑
の
日
」
で
す
。
日
本
で
は

こ
の
日
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ

り
ま
す
が
、
年
に
四
回
あ
る
土
用
の
中

で
も
、
七
月
が
一
番
消
費
量
が
多
く
な

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
六
月
十
二
日

に
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
」
が
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
近
い
将
来
食
べ

る
機
会
が
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ウ

ナ
ギ
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
耐

え
抜
く
た
め
の
豊
富
な
栄
養
素
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
白
川
に
も
ウ
ナ
ギ
が
い

る
よ
う
で
す
。
ウ
ナ
ギ
が
住
み
続
け
ら

れ
る
環
境
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
）

世帯数 … 868世帯
人　口 … 2,535人
(男1,222人　女1,313人)

転　入 …… 3人
転　出 …… 3人
出　生 …… 1人
死　亡 …… 4人

先月との比較3人減
昨年との比較57人減

6月末住民登録人口から

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
井

冴こり
ゅ
う龍　

（
将
聖
・
莉
奈
／
大
沢
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
井
誠
人（
大
沢
）・
長
谷
川
靖
子（
愛
知
県
）

新
城
大
介
（
沖
縄
県
）・
安
江
麻
実
（
黒
渕
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

樋
口

た
か　

九
十
五
歳
（
中
通
）

村
雲

道
子　

九
十
歳　

（
中
通
）

安
江

堅
吾　

九
十
一
歳
（
陰
地
）

安
江

民
雄　

八
十
五
歳
（
日
向
）

No.40

※
敬
称
略

ひ
とこ
と

　幼
子
を
守
る
母
の
手
の
よ
う
に

キ
ャ
ベ
ツ
し
っ
か
り
内
を
包
め
り

今
井　

米
子

勝
ち
抜
い
て
将
落
合
が
む
せ
び
泣
く

映
像
で
見
る
勝
負
師
の
顔

今
井　

光
彦

池
の
端
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
が
咲
く
度
に

オ
ル
ガ
ン
と
師
の
歌
思
い
出
す

苅
田　

良
香

峠
道
登
り
て
開
け
し
大
空
に

飛
行
機
雲
の
帯
伸
び
て
行
く

小
林　

道
子

カ
ル
テ
繰
り
「

今
迄
生
く
る
を
不
思
議
」

と
う

夫つ
ま

よ
生
き
ま
せ
生
き
て
み
せ
ま
せ

田
口
か
ず
み




